
（8）令和３年（２０２1年）１月３０日 No.219町田市議会だより

この広報紙は、９９，９７６部作成し、１部当たりの単価は １４円です。（職員人件費を含みます。）

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテー
プ版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行
しています。ご希望の方
は、議会事務局調査法制
係（☎０４２－７２４－４０４９）
までお申し込みください。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
出
席

を
可
能
と
す
る
登
校
選
択
制

の
導
入
を
求
め
る
意
見
書　

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心
を

確
保
す
る
居
住
支
援
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書

犯
罪
被
害
者
支
援
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
と
と
も
に
、
感
染
へ
の
不
安
か

ら
学
校
を
自
主
欠
席
し
て
い
る
小

中
高
校
の
児
童
生
徒
が
増
え
続
け

て
い
る
。
ま
た
、
出
席
日
数
や
内

申
点
な
ど
の
影
響
を
考
慮
し
、
不

安
を
抱
え
登
校
を
続
け
ざ
る
を
得

な
い
児
童
生
徒
も
少
な
く
な
い
。

　

文
科
省
は
遠
隔
学
習
の
効
果
を

肯
定
し
推
進
し
て
い
る
。
登
校
で

き
る
児
童
生
徒
は
学
校
で
授
業
を

受
け
、
登
校
し
に
く
い
児
童
生
徒

は
自
宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受

け
る
選
択
が
可
能
な
制
度
と
し
て
、

「
登
校
選
択
制
」
が
最
適
な
手
段

と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
へ
の
参
加
を
学
校
へ
の

「
出
席
」
と
認
め
る
「
登
校
選
択

制
」
の
導
入
を
国
に
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

令
和
３
年
第
１
回
町
田
市
議
会

臨
時
会
が
、
１
月
14
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、

「
町
田
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
が
議
員
か
ら
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
市
税
条
例
の
附
則
を
改

め
、
現
在
実
施
し
て
い
る
都
市
計

画
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
を
令
和

３
年
度
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
よ

り
、
納
税
者
の
税
負
担
の
軽
減
を

図
る
も
の
で
す
。

　

１
月
14
日
の
本
会
議
で
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
が
開
催
し
た
「
第
15
回
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
大
賞
（
地
方
自
治
体
の

議
会
や
首
長
、
市
民
等
の
優
れ
た

活
動
を
募
集
し
、
表
彰
す
る
コ
ン

テ
ス
ト
）」
に
て
、
全
国
か
ら
２

８
４
２
件
の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、

７
つ
の
賞
の
う
ち
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
賞
」
部
門
の
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
11
月
11
日
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
11
月
13
日
に
授

賞
式
が
、
い
ず
れ
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た

取
組
は
、
「
議
案
の
カ
ル
テ
」
で

す
。
「
議
案
の
カ
ル
テ
」
と
は
、

い
ち
早
く
市
民
に
議
会
の
審
議
・

審
査
内
容
を
報
告
す
る
た
め
に
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
議

案
、
請
願
等
か
ら
、
委
員
会
審
査

の
質
疑
・
応
答
や
討
論
内
容
、
委

員
会
審
査
結
果
、
議
決
結
果
、
議

案
の
内
容
に
い
た
る
ま
で
分
か
る

よ
う
に
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
す
。

会
議
ご
と
で
は
な
く
、
議
案
ご
と

に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
１
０
９
号　
町
田
市
体
育

施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

議
員　
条
例
改
正
の
目
的
、
内

容
は
何
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　
受

益
者
負
担
の
適
正
化
に
関
す
る
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
町
田
市
立
総

合
体
育
館
及
び
町
田
市
立
室
内
プ

ー
ル
の
施
設
利
用
料
を
改
定
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。
内
容
は
、
町
田
市
立
総
合

体
育
館
の
施
設
の
う
ち
、
専
用
利

用
す
る
場
合
で
「
入
場
料
の
徴
収

又
は
こ
れ
に
類
す
る
取
扱
い
を
す

る
場
合
」
の
利
用
料
金
を
改
め
る

こ
と
、
並
び
に
町
田
市
立
室
内
プ

ー
ル
の
施
設
の
う
ち
、
個
人
利
用

の
場
合
の
プ
ー
ル
の
利
用
料
金
を

改
め
る
も
の
で
す
。

予　
　
　
　
算

予　
　
　
　
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
推
進
事
業　

　

議
員　
高
齢
者
施
設
の
補
助
対

象
施
設
数
、
障
が
い
者
施
設
の
補

助
対
象
施
設
数
は
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
高
齢
者

施
設
と
障
が
い
者
施
設
の
う
ち
補

助
対
象
と
な
る
施
設
数
に
つ
い
て

一
括
し
て
答
え
ま
す
。
ま
ず
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
等
へ
の
補
助
は
、
既
に

都
に
よ
る
直
接
補
助
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
施
設
は
、

高
齢
者
施
設
は
地
域
密
着
型
を
除

く
広
域
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療

院
で
す
。
障
が
い
者
施
設
は
、
障

が
い
者
支
援
施
設
と
障
が
い
児
入

所
施
設
で
す
。
い
ず
れ
も
定
員
な

ど
の
施
設
規
模
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
た
補
助
基
準
額
を
上
限
に
、
補

助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
予

算
計
上
し
た
本
事
業
は
、
こ
れ
ら

の
都
の
補
助
に
て
対
象
外
と
さ
れ

た
施
設
の
中
か
ら
、
施
設
内
で
の

感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
や
利
用
者
の

重
症
化
リ
ス
ク
等
を
考
慮
し
、
選

定
し
ま
し
た
。
高
齢
者
施
設
は
、

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
１
か
所
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
２６
か
所
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
３２
か
所
、
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
８
か
所
、
サ
ー

ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
２３
か
所
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
５０
か
所
の
計
１

４
０
か
所
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

障
が
い
者
施
設
は
、
共
同
生
活
援

助
事
業
所
１
２
８
か
所
、
短
期
入

所
事
業
所
２０
か
所
、
利
用
者
の
障

が
い
支
援
区
分
の
平
均
が
５･

５

以
上
の
生
活
介
護
事
業
所
１１
か
所

の
合
計
１
５
９
か
所
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
特
定
財
源
と
し
て
、
事
業

費
に
は
都
の
区
市
町
村
共
同
感
染

拡
大
防
止
対
策
推
進
事
業
費
補
助

金
が
充
て
ら
れ
、
補
助
率
は
１０
分

の
１０
で
す
。

　

議
員　
対
象
外
と
な
る
施
設
が

出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
判
断
基

準
な
ど
具
体
的
に
聞
き
た
い
。

　

地
域
福
祉
部
長　
障
が
い
者
施

設
は
、
施
設
内
で
の
感
染
拡
大
の

リ
ス
ク
や
利
用
者
の
重
症
化
リ
ス

ク
等
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
施
設

内
の
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
は
、
食
事
介
助
や
入
浴
介
助
等

身
体
的
接
触
が
多
い
こ
と
な
ど
、

支
援
の
時
間
や
密
接
度
を
考
慮
し

て
、
宿
泊
を
伴
う
共
同
生
活
援
助

や
短
期
入
所
事
業
所
を
選
定
し
ま

し
た
。
重
症
化
の
リ
ス
ク
と
し
て

は
、
重
度
の
方
が
多
い
生
活
介
護

施
設
を
選
定
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
障
が
い
支
援
区
分
の
利
用

者
平
均
で
５
・
５
以
上
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
都
が
、
障
が
い
者

支
援
施
設
と
障
が
い
児
入
所
施
設

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
補
助
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
利
用
者
平
均

が
５
・
４５
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

程
度
の
方
が
通
所
す
る
施
設
と
し

て
５
・
５
以
上
の
生
活
介
護
施
設

と
し
ま
し
た
。

　

い
き
い
き
生
活
部
長　
高
齢
者

施
設
も
障
が
い
者
施
設
と
同
様
、

施
設
内
で
の
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク

や
利
用
者
の
重
症
化
リ
ス
ク
等
を

考
慮
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

利
用
者
の
入
れ
替
わ
り
が
頻
繁
で

な
い
こ
と
、
施
設
内
へ
の
感
染
経

路
が
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
施
設
内
で
感
染
者

が
発
生
し
た
場
合
に
影
響
が
大
き

い
こ
と
、
利
用
者
の
平
均
要
介
護

度
が
高
く
、
重
症
化
の
危
険
性
が

高
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
入
所
系
施
設
ま
た
は

入
所
を
伴
う
事
業
所
を
対
象
と
し
、

通
所
の
み
ま
た
は
訪
問
の
み
の
事

業
所
は
対
象
外
と
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
家
賃
の
支
払

い
に
悩
む
人
が
急
増
し
て
い
る
。

住
ま
い
は
生
活
の
重
要
な
基
盤
で

あ
り
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
安
心

を
確
保
す
る
居
住
支
援
の
強
化
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
、
①
住

居
確
保
給
付
金
の
支
給
期
間
の
延

長
、
収
入
要
件
と
支
給
上
限
額
の

引
き
上
げ
な
ど
、
よ
り
使
い
や
す

い
制
度
へ
見
直
す
こ
と
②
公
営
住

宅
並
み
の
家
賃
で
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
公
募
原
則
の

適
用
を
外
す
と
と
も
に
、
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
の
家
賃
低

廉
化
制
度
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ

と
等
、
９
項
目
を
速
や
か
に
実
施

す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
７
件
宛
て

　

不
妊
治
療
を
受
け
る
人
々
が
安

心
し
て
治
療
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
①
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
の
拡
大
に
当
た
っ
て
は
、

治
療
を
受
け
る
人
の
選
択
肢
を
狭

め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
配
慮

す
る
こ
と
②
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
の
拡
大
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
そ
の
整
合
性
も
考
慮
し
な
が

ら
、
所
得
制
限
の
撤
廃
や
回
数
制

限
の
緩
和
な
ど
既
存
の
助
成
制
度

の
拡
充
を
行
う
こ
と
③
不
妊
治
療

と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
環
境
を

さ
ら
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
相

談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
不
妊

治
療
に
関
す
る
相
談
体
制
の
拡
充

を
図
る
こ
と
④
不
育
症
へ
の
保
険

適
用
や
、
事
実
婚
へ
の
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
、
助
成
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
が
成
立

し
、
犯
罪
被
害
者
は
「
個
人
の
尊

厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に

ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を
保
障
さ
れ
る

権
利
」
の
主
体
で
あ
る
こ
と
が
宣

言
さ
れ
た
が
、
未
だ
十
分
な
整
備

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
国
は
犯
罪

被
害
者
の
権
利
に
応
じ
て
、
た
ゆ

ま
ず
支
援
施
策
の
充
実
を
推
進
す

る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
犯
罪
被

害
者
支
援
の
た
め
国
に
対
し
、
①

損
害
回
復
の
実
効
性
確
保
の
措
置

②
経
済
的
支
援
の
充
実
③
公
費
に

よ
る
被
害
者
支
援
弁
護
士
制
度
の

創
設
④
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者

の
た
め
の
病
院
拠
点
型
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
都
道
府
県

に
設
立
⑤
全
て
の
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

制
定
の
実
施
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

議員提出議案意見書意見書（要旨）（要旨）
　本定例会では意見書４件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出
しました。要旨は下記のとおりです。

議
員
提
出
議
案
第
１
号

町
田
市
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
３
年

第
１
回
臨
時
会

を
開
催

賞状と記念トロフィーを持つ
おく副議長（左）熊沢議長（右）

マニフェスト大賞で
最優秀賞を受賞

マニフェスト大賞のホームページはこちら

本
会
議
の　

本
会
議
の　

　
質
疑
か
ら

　
質
疑
か
ら

条
例
・
そ
の
他

条
例
・
そ
の
他

◎
１２
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：７名

月

日

内
　
　
容

１１
３０
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会（
総
務
）

１２
１
㊋
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

３
㊍
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

４
㊎

本
会
議

７
㊊

８
㊋

９
㊌

１０
㊍

本
会
議
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